
(様式 電－２) 

照 度 計 算 書 eco労師本社ビル新築工事

作業面 器具の 光源の 台数  No

階数 室   名 間口 奥行 面積  高さ  高　さ 下　り 高　さ 天井 壁 床 周囲 N/n 照度 台数 備　考 1

F[lm] E [lx] X [ｍ] Y [ｍ] A [㎡] Z [ｍ] h1[ｍ] h2[ｍ] H [ｍ] [%] [%] [%] U 環境 M n [本] [台] E [lx] [台]

1階  事務室  FRS15L5-322 PX 4,950 750 22.5 8.0 180.0 2.7 0.8 0.0 1.9 3.11 C 70 50 10 0.63 良い 0.73 2 30 809 32

1階  会議室  FRS15F1-322 PX 4,950 500 5.2 8.0 41.6 2.7 0.8 0.0 1.9 1.66 F 70 50 10 0.40 良い 0.69 2 8 591 9

1階  便所  FRS21-H321 PX 2,400 200 3.6 5.0 18.0 2.4 0.0 0.0 2.4 0.87 I 70 50 10 0.39 普通 0.63 1 7 98 3

1階  玄関ﾎｰﾙ  FRS21-H321 PX 2,400 300 7.0 8.0 56.0 2.7 0.0 0.0 2.7 1.38 F 70 50 10 0.49 普通 0.63 1 23 318 24

1階  湯沸室  FSS9-321 PN 3,520 200 1.8 1.8 3.2 2.4 0.8 0.0 1.6 0.56 J 70 50 10 0.31 悪い 0.61 1 1 208 1

1階  車庫  FSR2-321 PN 3,520 75 4.0 6.0 24.0 2.4 0.0 0.0 2.4 1.00 H 70 50 10 0.48 悪い 0.61 1 2 86 2

1階  応接室  SP-1 4,950 500 4.5 5.5 24.8 2.4 0.0 0.0 2.4 1.03 H 70 50 10 0.49 普通 0.61 3 3 537 3

記号 A B C D E F J

室指数 5 4 3 2.5 2 1.5 0.6 N: 灯数[本]
　Ｘ・Ｙ 4.5 4.5未満 3.5未満2.75未満2.25未満 1.75未満 0.7 　 Ｅ・Ａ
────── ──────
 Ｈ(Ｘ+Ｙ) ～ ～ ～ ～ ～  Ｆ・Ｕ・Ｍ

以上 3.5以上 2.75以上2.25以上1.75以上 1.38以上 未満
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1.12以上 0.9以上 0.7以上

1.38未満 1.12未満 0.9未満
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1.25 1 0.8
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建物名称 

部 屋 の 大 き さ
ﾗﾝﾌﾟ光束 照度

照明器具型式等

Ｚ-(h1+h2) 室指数=
範囲
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反 射 率

指数 記号

室 指 数 設 　計
照明率

1台の
灯数

保守率

平成18年版からの主たる変更箇所の説明
・保守率に周囲環境の分類欄が新しく追加されました。
　

・事務室は普通となっていますが、官公庁は禁煙ですので良いを選択して下さい。
・応接室ＳＰ-1はスペシャルです。公共品番が無い場合はカタログ等で手入力します。
・ＰＫ・ＰＪは用意していません。ＰＫの場合はＰＨ又はＰＸ、ＰＪの場合はＰＮをまず
　選択入力し修正して下さい。

周囲環境
良い
普通
悪い

主な室の例

厨房、屋内駐車場等
事務室、玄関ホール等
設計室、分煙された室等

水蒸気・じんあい・煙などを多量に発生する場所
一般に使用される施設・場所
常に室内の空気が清浄に保たれている場所

環境条件

※各シート共通です。
シートを追加するとNO2.NO3と
変わります。消去しないで下さい。



 (様式 電－４) 

　電灯設備負荷容量集計表 建物名称 eco労師本社ビル新築工事

変圧器名称： 

ｺﾝｾﾝﾄ(FCU,OA以外) FCUｺﾝｾﾝﾄ OA負荷 非常用照明 主幹器具

(ƒ2) C [kVA] (ƒ3) FC [kVA] (ƒ4) OA [kVA] [kVA] 定格電流

100V回路 100V回路 100V回路 100V回路 100V回路 100V回路 [kVA] [kVA] [A]

2.00 0.87 2.90 1.15 2.00 8.92

2.00 0.62 3.60 1.15 2.00 9.37

3.40 1.63 5.60 3.60 1.60 2.00 17.83

3.40 1.42 6.10 4.00 1.60 2.00 18.52

0.50 0.32 0.30 1.00 2.12

0.50 0.34 1.00 1.84

2.50 1.00 3.50

5.20 18.50 7.60 2.50 51.10

0.66 0.30 0.00 2.50 4.46

0.00 0.00 0.00 2.50 2.50

18.50 7.60 2.50 11.00

　備考 (1) 照明、コンセント（FCU､OA 負荷以外）、FCU コンセント､OA 負荷コンセント及びその他の記載は実装容量を記載し､予備欄は予備容量を記載する｡

(2)　回路種別の記載は右による。　AC：常用回路　　GC：発電機回路　　DC：直流電源装置回路

上段  上段：第1相～中性相合計容量 上段  上段：第1相～第2相合計容量×(1/2)

下段  下段：第2相～中性相合計容量 下段  下段：第1相～第2相合計容量×(1/2)

Ｈ２１

電気方式 回路種別

照明

(f1) L [kVA]

単相3線

6.80

AC

単相3線 AC

AC/GC

AC/GC/DC単相2線

30

40

100

200

その他

[kVA]

200V回路

 L-N-2

幹線番号
又は名称

分電盤
名　称

 L-G-1  L-1

 L-2

 L-K-1

 L-N-1  L-1

 L=1
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2.30

3.20

4.00

1.00

200V回路

回路別負荷
容量合計
[kVA]

11.80

1.00

0.00

常用回路 (AC)

17.00 5.50

発電機回路 (GC)

直流電源装置回路 (DC) 0.00

(3)　負荷容量の記載欄は右による。　100V回路： 200Vの場合：　

予備 合計

単相3線

負荷種別容量　[kVA]

0.00

5.50

平成18年版からの主たる変更箇所の説明
・回路種別が追加になりました。ＡＣ，ＧＣ，ＤＣはドロップダウンリストより選択です。
・200Ｖと100Ｖ回路が各々別になっています。200Ｖは負荷を入力すると半分づつ
　振り分けられます。
・各盤毎に主幹器具定格電流値を入力する欄が追加されています。
　手入力して下さい。



(様式 電－５) 

　動力設備負荷表 建物名称 eco労師本社ビル新築工事  No

幹線番号又は名称: 制御盤名称: 回路種別: 常用 電圧: 200V 1

[kW] 台 [A] 夏期負荷容量 冬期負荷容量 夏期負荷容量 冬期負荷容量 夏期負荷容量 冬期負荷容量 夏期負荷容量 冬期負荷容量 夏期負荷容量 冬期負荷容量 操作方式 用途 負荷の種別

 揚水ポンプ（自動交互）  PW-1 ○△ 9 5.5 1 26.0 9.00 9.00 自動交互 衛生関係 標準電動機

 　　　5.5kW×2

 汚物用排水ポンプ（自交同時）  PD-1 ○△ 10 2.2 2 11.1 7.70 7.70 自動交互同時 衛生関係 標準電動機

 　　　2.2kW×2

 雑排水ポンプ（自交同時）  PD-2 ○△ 10 2.2 2 11.1 7.70 7.70 自動交互同時 衛生関係 標準電動機

 　　　2.2kW×2

24.40

0.00

24.40

0.00

夏期負荷容量合計 24.40 　備考 (1)　区分欄には右の記号を付ける。　○：夏期に稼働するもの　△：冬期に稼働するもの

[kVA] 0.00 (2)　電動機等の負荷容量の算出は右による。負荷容量[kVA]＝√3・V・Ｉ・10-3

冬期負荷容量合計 24.40 ここに、 V：電圧 [V]

[kVA] 0.00 I：電流 [A]

(3)　冬期・夏期及び電動機出力並びに 上段 上段：電動機出力又は負荷容量

   負荷容量の合計(計)への記載は右による。 下段 下段：上段のうちｲﾝﾊﾞｰﾀ運転電動機出力

　　　又はｲﾝﾊﾞｰﾀ運転負荷容量

Ｈ２１

Ｐ a[kVA]

冷 凍 機

負　荷　名　称 負荷記号
夏期・
冬期稼
働区分

操作・
制御方式

0.00

Ｐ a[kVA]

そ の 他

[kVA]Ｐ b[kVA]

衛 生 関 係

Ｐ c[kVA]

空 調 関 係
定格電流

主幹器具定格電流 [A]

75

100

需要率 [%]

最大使用電流 [A]

24.4

0

冬期負荷容量
計 [kVA]

負荷容量計
[kVA]
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夏期負荷容量
計 [kVA]

GP-1

電動機

定格出力

夏期電動機出力合計 [kW]

冬期電動機出力合計 [kW]

電動機出力合計 [kW]

14.30

0.00

14.30

0.00

14.30

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空調機

平成18年版からの主たる変更箇所の説明
・18年版にあった力率×効率はなくなりました。21年版は表（負荷の種別）が充実しました
　ので、その数値を参考にソフトにしました。
・自動交互を右ドロップダウンリストより選択すれば台数は1。自動交互同時を選択すれば
　台数は2と操作・制御方式が入力されます。
・入力例は標準電動機を選択した時の数値です。他を選択すると変わります。
・最大使用電流値は（内線規定-05）の表に基づいています。
　この表は設計基準も同じです。



(様式 電－５) 

　動力設備負荷表 建物名称 eco労師本社ビル新築工事  動力負荷表

幹線番号又は名称: 制御盤名称: 回路種別: 常用 電圧: 200V 2

[kW] 台 [A] 夏期負荷容量 冬期負荷容量 夏期負荷容量 冬期負荷容量 夏期負荷容量 冬期負荷容量 夏期負荷容量 冬期負荷容量 夏期負荷容量 冬期負荷容量 操作方式 用途 負荷の種別

 パッケージ形空調機  ACP-1 ○△ 18.5 1 76.4 26.50 26.50 電源送り ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空調機 高効率電動機(可変速)

 パッケージ形空調機  ACP-2 ○△ 11 1 46.5 16.10 16.10 電源送り ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空調機 高効率電動機(可変速)

 パッケージ形空調機  ACP-3 ○△ 5.5 1 23.7 8.20 8.20 電源送り ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空調機 高効率電動機(可変速)

 外気処理ユニット  ODU-1 ○△ 1.5 1 7.7 2.70 2.70 電源送り 空調関係 標準電動機(可変速)

 外気処理ユニット  ODU-2 ○△ 1.5 1 7.7 2.70 2.70 電源送り 空調関係 標準電動機(可変速)

 除湿機  DF-1 ○ 2.2 1 11.1 3.80 電源送り 空調関係 標準電動機

50.80 9.20

50.80 5.40

50.80 5.40

50.80 5.40

夏期負荷容量合計 60.00 　備考 (1)　区分欄には右の記号を付ける。　○：夏期に稼働するもの　△：冬期に稼働するもの

[kVA] 56.20 (2)　電動機等の負荷容量の算出は右による。負荷容量[kVA]＝√3・V・Ｉ・10-3

冬期負荷容量合計 56.20 ここに、 V：電圧 [V]

[kVA] 56.20 I：電流 [A]

(3)　冬期・夏期及び電動機出力並びに 上段 上段：電動機出力又は負荷容量

   負荷容量の合計(計)への記載は右による。 下段 下段：上段のうちｲﾝﾊﾞｰﾀ運転電動機出力

　　　又はｲﾝﾊﾞｰﾀ運転負荷容量

Ｈ２１

5.4

需要率 [%]

38.00
冬期電動機出力合計 [kW]

50.8

主幹器具定格電流 [A] 225

38.00
電動機出力合計 [kW]

40.20 負荷容量計
[kVA]

最大使用電流 [A] 175

50.8 9.2

38.00 冬期負荷容
量計 [kVA]

38.00
夏期電動機出力合計 [kW]

40.20 夏期負荷容
量計 [kVA]

空 調 関 係 衛 生 関 係 そ の 他

Ｐ c[kVA] [kVA]定格出力 Ｐ a[kVA] Ｐ a[kVA] Ｐ b[kVA]

平成22年 4月 16日

P-1

負　荷　名　称 負荷記号
夏期・
冬期稼
働区分

操作・
制御方式

電動機
定格電流

冷 凍 機 ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空調機

平成18年版からの主たる変更箇所の説明
・前ページの続きです。
・入力例のパッケージは右のドロップダウンリストより高効率（可変速）、外気処理は標準（可変速）
　除湿機は標準電動機を選択しています。電源送りを選択していますので操作、制御方式は
　入力されません。
・電動機定格出力は設計基準にある数値を入力すると自動計算しますが、それ以外については
　カタログ等で調べて定格電流を手入力します。定格電流は1台当りの電流値です。
・200Ｖを400Ｖに変えると電流値は半分になりますが手入力したものは変わりません。
　再度手入力して下さい。



(様式 電－7) 

　高調波流出電流計算書 建物名称 eco労師本社ビル新築工事

受電電圧[kV]： 6.6 変圧器容量合計 [kVA]： 150 想定契約電力 [kW]： 105 契約電力による補正率β： 1

合計入力 受電電圧 ｲﾝﾊﾞｰﾀ

負荷 電気 定格容量 算定の定 等の稼

記号 方式 P i 格電流 動率

[kVA] I 1 [mA] κ 5次 7次 11次 13次 17次 19次 23次 25次

 三相ﾌﾞﾘｯｼﾞ_C平滑 30.0% 13.0% 8.4% 5.0% 4.7% 3.2% 3.0% 2.2%

 直流ﾘｱｸﾄﾙ 314.66 136.35 88.10 52.44 49.30 33.56 31.47 23.07

 三相ﾌﾞﾘｯｼﾞ_C平滑 30.0% 13.0% 8.4% 5.0% 4.7% 3.2% 3.0% 2.2%

 直流ﾘｱｸﾄﾙ 189.09 81.94 52.95 31.52 29.62 20.17 18.91 13.87

 三相ﾌﾞﾘｯｼﾞ_C平滑 30.0% 13.0% 8.4% 5.0% 4.7% 3.2% 3.0% 2.2%

 直流ﾘｱｸﾄﾙ 66.54 28.84 18.63 11.09 10.43 7.10 6.65 4.88

 三相ﾌﾞﾘｯｼﾞ_C平滑 30.0% 13.0% 8.4% 5.0% 4.7% 3.2% 3.0% 2.2%

 直流ﾘｱｸﾄﾙ 36.74 15.92 10.29 6.12 5.76 3.92 3.67 2.69

 三相ﾌﾞﾘｯｼﾞ_C平滑 30.0% 13.0% 8.4% 5.0% 4.7% 3.2% 3.0% 2.2%

 直流ﾘｱｸﾄﾙ 15.35 6.65 4.30 2.56 2.41 1.64 1.54 1.13

 備考　各次数高調波電流上限値は次による。 84.71 622.38 269.70 174.27 103.73 97.52 66.39 62.24 45.64

 各次数高調波電流上限値 [mA] ＝受電電圧 [kV] ×契約電力1ｋWあたりの各次数高調波流出電流上限値 [mA/kW] 367.5 262.5 168.0 136.5 105.0 94.5 79.8 73.5

×想定契約電力 [kW] 要 要 要 否 否 否 否 否

 1)　高調波発生機器の等価容量の算定 2)　受電電圧換算の定格電流の算定 3)　機器最大稼働率の算定 　　4)　高調波電流発生量の算出

　　α＝κ・β・100 %I n・α

　　P 0＝Σ(κ・P i) [kVA] 　ここに、κ：ｲﾝﾊﾞｰﾀ等の稼働率 10,000

　　　　　β：契約電力による補正率 　　　ここに、I n：各次数高調波電流 [mA]

　ここに、P 0：等価容量 [kVA] 　　　%I n：高調波電流発生率 [%]

　　　　　K i：換算計数 　ここに、I 1：受電電圧換算の定格電流 [mA] 　　　 α：機器最大稼働率

　　　　　P i：各機器の入力定格容量

Ｈ２１

489.9 0.25 25

(%in×α)
[mA]

10,000

55

0.55 55

0.55 55

　　三相の場合：I 1＝P i・
1,000

 [mA]

上段：%in

 I n＝I 1・

下段：I 1×

170.6 0.3 301 1.95 3-3 1.8 3.51 

 パッケージ

 ELV EV 5.60

ACP 11.00

三相

 給水ポンプ盤 PW 1.50 三相

三相

高調波対策
電動機
容量
[kW]

入力定
格容量
[kVA]

13.1

403.3 0.55 パッケージ ACP 3.70 三相 4.61 3-3 8.298 1.8

平成22年 4月 16日

各次数高調波電流

高　　調　　波　　発　　生　　機　　器 高　調　波　流　出　電　流　発　生　量　算　定

機器最大
稼働率
α [%]

換算
係数
K i

等価容量
P 0=P i×K i

[kVA]

負荷名称
回路分
類細分
番号

台数

1.95

5.6

1 21.80

1 5.60

1

1 4.61

13.10

1.8 39.24 

10.08 3-3 1.8

3-3

3-3

 [mA]

 パッケージ ACP 18.50 三相 21.8

1.8 23.58 

1,907.0

1,146.0

等価容量合計値 P 0 [kVA] 合　計 [mA]

各次数高調波上限値 [mA]

抑制対策の要否判定

√3・受電電圧[kV]

　　単相の場合：I 1＝P i・
1,000

 [mA]
受電電圧 [kV]

平成18年版からの主たる変更箇所の説明
・平成21年版から新しく登場した計算シートです。
・負荷名称に入力するのはインバータ機器です。
・参考までにビルマルチパッケージエアコン3台とELV、給水ポンプ盤を入力したところ
　制御対策は必要との結果になりました。
・変圧器合計容量の入力は必須です。変圧器容量によっても変わります。



(様式 電－7) 

　高調波流出電流計算書 建物名称 eco労師本社ビル新築工事

受電電圧[kV]： 6.6 変圧器容量合計 [kVA]： 150 想定契約電力 [kW]： 105 契約電力による補正率β： 1

合計入力 受電電圧 ｲﾝﾊﾞｰﾀ

負荷 電気 定格容量 算定の定 等の稼

記号 方式 P i 格電流 動率

[kVA] I 1 [mA] κ 5次 7次 11次 13次 17次 19次 23次 25次

 三相ﾌﾞﾘｯｼﾞ_C平滑 30.0% 13.0% 8.4% 5.0% 4.7% 3.2% 3.0% 2.2%

 直流ﾘｱｸﾄﾙ 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

 三相ﾌﾞﾘｯｼﾞ_C平滑 30.0% 13.0% 8.4% 5.0% 4.7% 3.2% 3.0% 2.2%

 直流ﾘｱｸﾄﾙ 189.09 81.94 52.95 31.52 29.62 20.17 18.91 13.87

 三相ﾌﾞﾘｯｼﾞ_C平滑 30.0% 13.0% 8.4% 5.0% 4.7% 3.2% 3.0% 2.2%

 直流ﾘｱｸﾄﾙ 66.54 28.84 18.63 11.09 10.43 7.10 6.65 4.88

 三相ﾌﾞﾘｯｼﾞ_C平滑 30.0% 13.0% 8.4% 5.0% 4.7% 3.2% 3.0% 2.2%

 直流ﾘｱｸﾄﾙ 36.74 15.92 10.29 6.12 5.76 3.92 3.67 2.69

 三相ﾌﾞﾘｯｼﾞ_C平滑 30.0% 13.0% 8.4% 5.0% 4.7% 3.2% 3.0% 2.2%

 直流ﾘｱｸﾄﾙ 15.35 6.65 4.30 2.56 2.41 1.64 1.54 1.13

 備考　各次数高調波電流上限値は次による。 45.47 307.72 133.35 86.17 51.29 48.22 32.83 30.77 22.57

 各次数高調波電流上限値 [mA] ＝受電電圧 [kV] ×契約電力1ｋWあたりの各次数高調波流出電流上限値 [mA/kW] 367.5 262.5 168.0 136.5 105.0 94.5 79.8 73.5

×想定契約電力 [kW] 否 否 否 否 否 否 否 否

 1)　高調波発生機器の等価容量の算定 2)　受電電圧換算の定格電流の算定 3)　機器最大稼働率の算定 　　4)　高調波電流発生量の算出

　　α＝κ・β・100 %I n・α

　　P 0＝Σ(κ・P i) [kVA] 　ここに、κ：ｲﾝﾊﾞｰﾀ等の稼働率 10,000

　　　　　β：契約電力による補正率 　　　ここに、I n：各次数高調波電流 [mA]

　ここに、P 0：等価容量 [kVA] 　　　%I n：高調波電流発生率 [%]

　　　　　K i：換算計数 　ここに、I 1：受電電圧換算の定格電流 [mA] 　　　 α：機器最大稼働率

　　　　　P i：各機器の入力定格容量
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等価容量合計値 P 0 [kVA] 合　計 [mA]

各次数高調波上限値 [mA]

抑制対策の要否判定

√3・受電電圧[kV]

　　単相の場合：I 1＝P i・
1,000

 [mA]
受電電圧 [kV]

 [mA]

 パッケージ ACP 18.50 三相 21.8

1.8 23.58 

0.0

1,146.0

1.8 0 

10.08 3-3 1.8

3-3

3-3

1.95

5.6

0 0.00

1 5.60

1

1 4.61

13.10

平成22年 4月 16日

各次数高調波電流

高　　調　　波　　発　　生　　機　　器 高　調　波　流　出　電　流　発　生　量　算　定

機器最大
稼働率
α [%]

換算
係数
K i

等価容量
P 0=P i×K i

[kVA]

負荷名称
回路分
類細分
番号

台数

403.3 0.55 パッケージ ACP 3.70 三相 4.61 3-3 8.298 1.8

三相

高調波対策
電動機
容量
[kW]

入力定
格容量
[kVA]

13.1

三相

 給水ポンプ盤 PW 1.50 三相

 パッケージ

 ELV EV 5.60

ACP 11.00

1 1.95 3-3 1.8 3.51 170.6 0.3 30

 I n＝I 1・

下段：I 1×

　　三相の場合：I 1＝P i・
1,000

 [mA]

上段：%in
(%in×α)

[mA]
10,000

55

0.55 55

0.55 55

489.9 0.25 25

平成18年版からの主たる変更箇所の説明
・前ページの最上段をなくしてビルマルチパッケージエアコンを2台としてみました。
・結果　高調波制御対策は必要なしとなっています。



(様式 電－８－１)  No

　電路計算書（幹線用） 建物名称 eco労師本社ビル新築工事 1

周波数 [Hz]： 60

幹線保

電圧 護用遮 こう長 設計負荷 負荷の 種別及び 許容 電線1kmあ 地中管路の

電気方式 断器定 系統 負荷名称 電流 力率 断面積 電流 たりのｲﾝ 単一配線 分岐があ 備考 埋設深さ 低減率

格電流 ﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ の る場合の 絶縁電線の場合 地中管路の

[V] [A] l [ｍ] [A] I  [A] cosθ A [mm2] [A] Z  [Ω/km] 電圧降下 合計 [V] の本数 管路数

EM-CET 電灯・ｺﾝｾﾝﾄ

100

EM-CET 電灯・ｺﾝｾﾝﾄ D=600

38 1管

EM-CE 電灯・ｺﾝｾﾝﾄ

8-3c

EM-CE 電灯・ｺﾝｾﾝﾄ

8-3c

EM-CET 電動機(ｺﾝﾃﾞﾝｻ無)

150

 電圧降下による電線太さの算出 ここに、e： 各線間の電圧降下 [V]
K '： 電気方式による係数 係数

 K'I lZ I： 設計負荷電流 [A]  単相2線式 2

1,000 l： こう長 [m]  三相3線式 √3

　　中性線がある場合は中性線との電圧降下 Z： 電線1kmあたりのｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ [Ω/km]  単相3線式、三相4線式 1
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16.04.09 266

 NG4.94

51

51

3.0

2.864

0.65

3.02.58

2.864

3.0

266ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線 0.190

0.632地中保護管配線

K '：電気方式による係数

回路の電気方式

1

1

1

217

11.71145

保護管配線

90.0

0.95

0.95

0.80

45.0

207.0

0.9545.0

20.0

250

50

50 L-4-2

 L-4-1

200 250 P-N-1 三相3線

単相3線

単相3線

 e＝  [V]

単相3線 100/200 100 30.0

175単相3線 100/200

100/200

100/200

0.95171.7175 L-1-1 2.0

 分岐のあろ場合の例

 L-N-1 217

絶縁電線の
場合の周囲
温度が30℃
を超える場
合の温度

ｹｰﾌﾞﾙﾗ
ｯｸの場
合の許
容電流

0.260 1.79

ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾀﾞｳﾝﾘｽﾄより選択

負荷の種類

平成22年 4月 16日

幹線番号
又は名称

主幹器具
定格電流

電線及びケーブル

配線方式

各線間の電圧降下
e [V] 許容電

圧降下

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線

保護管配線

 P-160.0

40.0

5.0

平成18年版からの主たる変更箇所の説明
・18年版には無かったシートです。電圧降下の計算は18年版迄は簡略式でよかったのですが
　21年版から幹線は基本式、分岐は簡略式となりました。
・簡略式は電線の抵抗のみを計算するのに対し基本式は力率を含めたインピーダンスを使用します。
　簡略式に比べて約20％程度大きな値となります。
・Ｌ-Ｎ-1とＰ-Ｎ-1はケーブルラック配線で計算してみました。この場合まず様式電-9の
　ケーブルラック許容電流計算書を仕上げて下さい。そしてシート右側に結果の217Ａ、266Aを入力し、
　負荷の種類等をドロップダウンリストより選択すると計算完了です。
・分岐のある場合の例で許容電圧降下を3Ｖとして計算しましたが計4.94Ｖの電圧降下となりました。
　このような場合は38□を60□に8□を14□にサイズアップしてみて下さい。3Ｖ以内になるよう
　電線サイズを見直してみましょう。
・配線方式がケーブルラックの場合、様式電-9のケーブルラック許容電流計算を仕上げておいて下さい。



(様式 電－８－２)  No

　電路計算書（分岐配線用） 建物名称 eco労師本社ビル新築工事 1

盤名称：

地中管路の

回路 電圧 こう長 種別及び 埋設深さ 低減率

番号 電気方式 断面積 単一配線の 分岐がある 地中管路の

[V] [A] l [ｍ] [VA] I  [A] A [mm2] [A] 電圧降下 場合の合計 [V] 管路数

EM－IE

2.0mm

EM-EEF

2.0mm-2c

EM-CE

3.5-3c

 電圧降下による電線太さの算出 ここに、e： 各線間の電圧降下 [V]
K '： 電気方式による係数 係数

 K 'I l I： 設計負荷電流 [A]  　　単相2線式、直流2線式 35.6

1,000×A l： こう長 [m]  　　三相3線式 30.8

　中性線がある場合は中性線との電圧降下 A： 電線の断面積 [mm2]  　　単相3線式、三相4線式 17.8
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K'：電気方式による係数

回路の電気方式

 e＝  [V]

三相3線 200 20 20.0  送風機 3,500 11.0 保護管配線 26 11.94 4.0

12.0 28単相2線 200 20 0.8612.0  エアコン 1,400 7.0 ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線 28

2.0 3本以下単相2線 100 20

ｹｰﾌﾞﾙﾗ
ｯｸの場
合の許
容電流

ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾀﾞｳﾝﾘｽﾄより選択

1

絶縁電線
の場合の
本数

絶縁電線の
場合の周囲
温度が30℃
を超える場
合の温度

平成22年 4月 16日

許容電
圧降下 備考負荷名称

配線方式
許容電流

電線及びケーブル
配線用遮断
器定格電流 系統

負荷容量
設計負
荷電流

1.711,400 14.0 保護管配線 2612.0  コピー機

各線間の電圧降下
e [V]

平成18年版からの主たる変更箇所の説明
・分岐用として新しく追加されたシートです。計算式はこれ迄と同じ簡略式です。
・分岐用ですので単相は2線になります。単相3線は前シートの幹線で計算します。
・入力例エアコン回路はケーブルラック配線としていますが、電灯・コンセントも含めて天井内ころがし
　配線が多用されています。このような場合はまずシート右のケーブルラック配線の場合の許容電流を
　入力し、配線方式を「天井ころがし」配線と修正して使って下さい。



(様式 電－９) 

　ケーブルラック許容電流計算書（ケーブルラック配線） 建物名称 eco労師本社ビル新築工事

電圧 種別及び 許容 低減率を考慮

電気方式 負荷名称 断面積 電流 した許容電流

[V] [A] [A] I  [A] [A] A [mm2] [A] [A] D  [mm] [mm]

EM-CET
100
EM-CET
60

EM-CET
60

EM-CET
60

EM-CET
100
EM-CET
38

EM-CET
150
EM-CET
38

合計　Σ(D+10)
ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸの必要寸法
1.2｛Σ(D +10)+60｝
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許容電流低減率 0.7

509

600

ｹｰﾌﾞﾙの仕上がり外径

ｹｰﾌﾞﾙの列数(n) 8 選定するｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

ｹｰﾌﾞﾙの段数(m) 1

許容電流低減率の算定 364.0

38.0

47.0 57.0217.5 357.2 380 266.0

89.0 142.9 155 28.0200  P-2 100 100 108.5

三相3線 250 250200  P-1

100 100 L-N-6 単相3線 28.0 38.095.0100/200  L-3-1　　OA 142.9 165

 P-N-2 三相3線

 P-N-1

41.0

115.5

191.0 285.8 L-3-1 200 200 310100/200

157.5 L-N-4 単相3線 100/200  L-2-1　　OA 150

150

150 150

150 L-N-3 単相3線

51.0

33.0 43.0

 L-N-5 単相3線

214.3 225

217.0

150

43.0

33.0 43.0

138.0

150.0 214.3

100/200  L-2-1

250.0 310175

225

217.0 41.0

128.9 214.3 225 157.5 33.0

157.5

171.7

 L-N-2 単相3線 100/200  L-1-1　　OA

51.0

D  + 10

 L-N-1 単相3線 100/200  L-1-1 175

平成22年 4月 16日

幹線番号
又は名称

幹線保護
用遮断器
定格電流

主幹器具
定格電流

設計負
荷電流

ｹｰﾌﾞﾙ選定
上必要な
許容電流

ケーブル ケーブルラック

ｹｰﾌﾞﾙの仕
上がり外径

備考 (1) JCS 0168-2「33kV以下電力ｹｰ

段 m ﾌﾞﾙの許容電流計算－第2部：低圧ｺﾞ

7 8 9 11 13 16 ﾑ・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｹｰﾌﾞﾙの許容電流」及び

1 2 3 6 〜 2 3 4 5 6 7 〜 3 4 5 6 7 8 〜 〜 〜 〜 20 JCS 0168-3「33kV以下電力ｹｰﾌﾞﾙの

20 20 10 12 15 19 許容電流計算－第3部：高圧架橋ﾎﾟ

1 0.85 0.80 0.70 0.70 0.70 0.60 0.60 0.56 0.53 0.51 0.50 0.48 0.41 0.37 0.34 0.32 0.31 0.30 0.30 0.30 0.30 0.30 ﾘｴﾁﾚﾝの許容電流」より抜粋

1 0.95 0.95 0.90 0.80 0.90 0.90 0.85 0.73 0.72 0.71 0.70 0.80 0.80 0.68 0.66 0.65 0.65 0.64 0.63 0.62 0.61 0.60 (2) Sは、ｹｰﾌﾞﾙの中心間隔を示す。

1 1.00 1.00 0.95 0.95 0.95 0.90 0.85 0.85 (3) Dは、ｹｰﾌﾞﾙの仕上り外径を示す。

S=D

S =2D

S =3D

列 n

ケーブルラック配線の許容電流の低減率η0
中
心
配
列
関
係

1 2 3

平成18年版からの主たる変更箇所の説明
・18年版にはなかったシートです。新規に追加されました。幹線電路計算（様式電-8-1）でケーブルラック配線が
　ある場合は、このシートから始める必要があります。
・幹線番号、負荷名称を入力し（入れなくても計算はできます）計算シート最下部にケーブル段数、列数を入力
　すると低減率が入ります。
・次に設計電流、ブレーカー定格電流を入力すると幹線保護用遮断器定格電流÷低減率の値がケーブル選定上
　必要な許容電流欄に入力されます。配線種別、太さを選択すると選択したケーブルの許容電流と低減率を考慮
　した許容電流が入力されます。
・低減率を考慮した許容電流値が配線保護用遮断器の定格電流値以上であることを確認して下さい。

・中線線、接地線は本数に算入しません。L-N-1のEM-CET100
□
は3芯でなく2芯の許容電流値が入力されます。



　ケーブルラック幅計算書 建物名称 eco労師本社ビル新築工事

設置場所 仕上外径 設置場所 仕上外径

D [mm] D  [mm]

 EPS  L-N EM-CET 150 47.0

EM-CET 100 41.0

EM-CET 60 33.0

EM-CET 38 28.0

EM-CET 22 24.0

EM-CET 14 21.0

 　　計 194.0 S=D 1 400

 天井内 EM-CET 100 41.0

EM-CET 60 33.0

EM-CE 60-3c 31.0

 　　計 105.0 S=D 1 300
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幹線番号
又は名称

ケーブル ケーブルラック

種別 ｻｲｽﾞ 間隔 段数 ﾗｯｸ幅
幹線番号
又は名称

ケーブル ケーブルラック

種別 ｻｲｽﾞ 間隔 段数 ﾗｯｸ幅

おまけです！
・このシートは計算書作成の手引にはありませんが、ラック幅をいくらにしたらよいかは常に必要とします。
　ご利用下さい。
・設置場所、幹線番号は便宜上です。特に入れなくても計算式には関係しません。
・操作方法はまずケーブル種別とサイズをリスト選択により入力します。最後に設置場所の欄にドロップダウン
　で計を選択し、次に間隔（ほとんどS=Dです）、段数を選択するとラック幅が入力されます。



(様式 電－１０－２) 

　短絡電流計算書（１／２） 建物名称 eco労師本社ビル新築工事

周波数 [Hz] ： 60

変圧器１ 定格遮 受電点 電源 全ｲﾝﾋﾟｰ 短絡電流

次側電圧 断電流 遮断容量 種別 ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ ﾀﾞﾝｽ Ｉ s2,Ｉ S3

[kV] [kA] Ｐ R  [kVA] 定格容量ＰT[kVA] Ｐ B [kVA] Ｖ B [V] %Ｚ L(=%Ｘ L) %Ｒ T %Ｘ T %Ｒ T %Ｘ T ％ＲS ％ＸS %Ｚ [kA]

油入

150 0.93 2.34

油入

100 1.07 1.72

 1)　短絡電流の算出  2)　変圧器ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ %Ｚ Tの算出 3)　 電源ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ%ＺSの算定 4)　電源ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽの算定
─────

ＰB %ＲS+%Ｘ S

Ｐ T

ここに、ここに、　ＰT： 変圧器の定格容量 [kVA] Ｐ B

%Ｒ T： 変圧器のﾊﾟｰｾﾝﾄ抵抗 ＰR

ここに、　ＩS3： 三相短絡電流 [kA] %Ｘ T： 変圧器のﾊﾟｰｾﾝﾄﾘｱｸﾀﾝｽ

Ｉ S2： 単相短絡電流 [kA] 三相の場合：%ＸS＝ %ＸL+%Ｘ T 　　ここに、ＰR：受電点遮断

ＰB： 基準容量 [kVA] 　 ここに、%ＺL：電源ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ 　　容量 [kVA]

Ｖ B： 基準電圧 [V] 　 %ＺT：変圧器ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ

%Ｚ： 全ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ 　 %ＺM：電動機ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ
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三相短絡電流：ＩS3＝
ＰB・100

√3・ＶB・%Ｚ
 [kVA]     %Ｚ T＝%ＲT+j%Ｘ T＝

単相短絡電流：ＩS2＝
ＰB・100

 [kVA]
Ｖ B・%Ｚ

基準容量換算%ＺT

0.93 2.24

1.78 1.07 142.03 13.5425.001.780.07 1.07

142,894

210100

210150

142,894 三相3線

12.56.6

12.5SB

変圧器
名　称

想　定
短絡点

SANO.1

NO.2 6.6

変　圧　器

電気方式

0.930.10単相3線

基準容量 基準電圧
変圧器ｲﾝﾋﾟ-ﾀﾞﾝｽ

%Ｚ T

2.24

電源総合ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ

%Ｚ S

2.52

2.03

2.52 28.34

(%Ｚ L+%Ｚ T)・%ＺM

%Ｚ L+%Ｚ T+%Ｚ M

三相の場合：%ＸS＝

平成22年 4月 16日

電動機

ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ

%Ｚ M(=%Ｘ M)

定　　格

遮断電流

[kA]

30

・(%ＲT+j%Ｘ T)
%Ｚ S＝%ＲS+j%Ｘｓ＝

 %ＲS＝%ＲT　%ＺS＝

√%Ｒs2+%Ｘs2
(%ＸL+%Ｘ T)・%ＸM

%Ｘ L+%Ｘ T+%Ｘ M
%Ｚ L＝j%Ｘ L＝ ・100

平成18年版からの主たる変更箇所の説明
・短絡電流の計算は等価回路に変換し、パーセントインピーダンス法により行うことになりました。
・交流遮断器（VCB等）の定格電流値は8KA又は12.5KAが一般です。
・変圧器種別、定格容量をリストより選択します。この計算シートは受変電設備変圧器2次側ブレーカーを計算します。
・基準容量は変圧器の容量とし、基準電圧は変圧器2次側の定格電圧です。
・電源総合インピーダンスの％Rｓ、％Xｓの数値は次シートに手入力する必要がありますので重要です。
・単相変圧器2次側ブレーカーは全て30KAの遮断電流以上のブレーカーが必要となります。
　三相変圧器2次側は14KA以上となります。



(様式 電－１０－３) 

　短絡電流計算書（２／２） 建物名称 eco労師本社ビル新築工事

周波数 [Hz] ： 60

短絡電流 配線用遮断器

電気方式 こう長 Ｉs2,Ｉ S3 定格遮断容量

ＰB [kVA] Ｖ B [V] %Ｒ S %ＸS [m] ＲW[Ω/km] ＸW[Ω/km] %ＲW %ＸW ％Ｒ ％Ｘ [kA] [kA]

0.93 2.24 5.124

0.93 2.24 5.233

0.93 2.24 6.730

0.93 2.24 6.730

0.93 2.24 4.764

0.93 2.24 4.978

1.07 1.78 2.936

 1)　短絡電流の算出  2)　全ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ %Ｚの算出 3)　電源ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ%ＺSの算定電源ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ%ＺSの算定

　　%ＺW＝%ＲW+%ＸW

 　 %Ｚ＝%ＺS+%ＺW ＺW・ＰB
─────

ＰB・100 　　%Ｚ＝%Ｒ+j%Ｘ＝ %Ｒ2
+%Ｘ2

ＶB・%Ｚ  　 %Ｒ＝j%Ｘ＝%ＲS+%ＲW+j%Ｘ S+j%Ｘ W ＲW・ＰB ＸW・ＰB

ここに、　ＩS3： 三相短絡電流 [kA] 　 ここに、ここに、　%ＺS： 電源総合ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ Ｖ B
2 Ｖ B

2

Ｉ S2： 単相短絡電流 [kA] %ＺW： 電線ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ Ｚ W・ＰB

ＰB： 基準容量 [kVA] ＶB
2

Ｖ B： 基準電圧 [V] ＲW・ＰB ＸW・ＰB

%Ｚ： 全ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ Ｖ B
2 Ｖ B

2

　　ここに、 ＺW：電線1kmあたりのｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ [Ω/km]

　　　　ＺW＝ＲW+jＸW

ＲW：電線1kmあたりの抵抗 [Ω/km]

ＸW：電線1kmあたりのﾘｱｸﾀﾝｽ [Ω/km]

　l：電線のこう長 [m]
Ｈ２１

L-1-1 S1 150 210

[mm
2
]

%Ｚ W 基準容量換算

電源総合ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ 電線及びｹｰﾌﾞﾙ

%ＺS 種別及び太さ

電線ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ

40.0
7.90

全ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ

%Ｚ

0.187 0.106 5.088 2.884
2.43

単相3線 NO.1

平成22年 4月 16日

変圧器
名　称

9.04 10
100 6.018

EM-CET

遮 断 器
設置位置

想　定
短絡点

基準容量 基準電圧

8.463
2.43

L-1-1-OA S2 150 210 単相3線 NO.1

単相3線 NO.1

6.64
EM-CET

40.0

13.624

EM-CET

0.311 0.110
60

L-2-1 S3 150 210
15.20

2.993
10.75

7.5

4.70

9.393

512.694

60 13.624

2.43

60.0

12.694 4.490
15.20

60
4.490

60.0

2.43
0.311 0.110

0.311

4.452

0.110 54.70

9.93 102.524
7.19

L-3-1 S5 150 210

L-2-1-OA S4 150 210 単相3線 NO.1

NO.1

38

単相3線

単相3線

2.43 EM-CET

100

EM-CET

35.0

11.690 2.738
13.57

0.115

5.382

0.491

0.187 0.106

35.0

P-N-1 S7 100 210

NO.1

7.5
2.476

EM-CET

7.55.26
12.620

2.43 EM-CET

7.16

L-3-1-OA S6 150 210

50.0
150

三相3線 NO.2 1.156
3.842.08

0.124 0.102 1.406

三相短絡電流：ＩS3＝
ＰB・100

 [kVA]
√3・ＶB・%Ｚ

・l・100

・l・100

ＶB
2√ ＶB

2

単相短絡電流：ＩS2＝  [kVA]

　　 %ＲW＝ ・l・100 　　 %ＸW＝

　　三相の場合：%ＺW＝
ＺW・10

-3
・ＰB・10

3

・l・100＝

・2・l・100

　　単相の場合：%ＺW＝
ＺW・10

-3
・ＰB・10

3

・2・l・100＝

　　 %ＲW＝ ・2・l・100 　　 %ＸW＝

・2・l・100
ＶB

2

・このシートは分電盤の主幹ブレーカーの定格遮断容量を計算します。（受変電設備側は（1/2）シートになります。）
・基準容量は変圧器容量を入力します。電線種別・サイズを選択し、こう長を入力します。
・電源総合インピーダンス％Ｒｓ0.93、％Ｘｓ2.24は前シートで算出された数値を手入力して下さい。
・このシートの入力例は（様式電-9）の計算例を参考にしています。



(様式 電－１２)

　力率改善用コンデンサ容量計算書 建物名称 eco労師本社ビル新築工事

補正負荷容量

に対する所要 所要設計  定　　格  定格容量

設計無効電力 無効電力  設備容量

[kvar]の割合 電力合計
cosθ0(tanθ0

[kVA] [kvar] -tanθ) [kvar] [kvar] [kvar] [kvar] 変圧器の種類

 単相変圧器 150 0.98 0.95 0.98 0.119 15.0 6kV 油入 1φ

20.65 12 12.8

[kvar] [kvar]

2 2

小計① 0.98 小計③ 15.00 [台] [台]

補正負荷容量

に対する所要

設計無効電力

[kvar]の割合
cosθ0(tanθ0

[kVA] [kvar] -tanθ) [kvar] 変圧器の種類 負荷の種類
夏期 83.60
負荷 75.50
冬期 76.90
負荷 75.50
夏期 周波数 合計容量
負荷

冬期

負荷 [kvar]
夏期

負荷

冬期

負荷

夏期

負荷

冬期 直列ﾘｱｸﾄﾙの
負荷 ﾘｱｸﾀﾝｽ
夏期

負荷

冬期

負荷

小計② 1.17 小計④ 3.50

 備考　三相負荷容量の記載は右による。 上段  上段：補正負荷容量

下段  下段：上段のうちｲﾝﾊﾞｰﾀ運転補正負荷容量

　注　＊ 力率を考慮する補正負荷容量＝補正負荷容量－ｲﾝﾊﾞｰﾀ運転補正負荷容量

Ｈ２１

6%

ｺﾝﾃﾞﾝｻの種類

低圧200V級

60Hz

電動機 C無し6kV 油入 3φ

25.6

3.5
8.1

1.4
8.1 0.80 0.98 0.438 三相変圧器 100 1.17

平成22年 4月 16日

変 圧 器
名    称

変圧器容量
(単相)

変圧器の
無負荷時
無効電力

改善前の
力　　率

改善後の
力　　率

所要設計
無効電力

補　正　負　荷　容　量

[kVA]

①+②+③+④

変 圧 器
名    称

変圧器容量
(三相)

変圧器の
無負荷時
無効電力 区分

126.1

所要設計
負荷容量

補正負荷容量
[kVA]

ｲﾝﾊﾞｰﾀ運転
補正負荷容量

力率改善を
考慮する補正

負荷容量＊

夏期又は
冬期負荷の
大きな値

改善前の
力　　率

改善後の
力　　率

平成18年版からの主たる変更箇所の説明
・18年版とは大きく変わっています。三相変圧器の補助容量入力欄が上下2段に分かれ
　上段に補正負荷容量、下段にインバータ運転補正負荷容量を入力するようになっています。
・その結果の差が力率改善を考慮する補正負荷容量となり計算します。
・インバータ機器が多用される時代となったため、21年版は大きく変わりました。
・以前のように概略値として三相変圧器の30％程度といった考え方は通用しなくなりました。



　太陽光発電設備計算書 建物名称 eco労師本社ビル新築工事

 年間の推定発電電力量は､次式による｡

年間推定発電電力量＝Σ(ＥPM ) 太陽光発電設備仕様

ＥPM＝Ｋ・ＰAS・ＨAM  / Ｇ S

 ここに、ＥPM： 月間推定発電電力量 [kWh/月]

Ｋ： 月別総合設計係数 ＝ Ｋ'・ＫPT

Ｋ'：基本設計係数＝ (結晶系、系統連結の場合)

　 ＫPT：アレイの設置地域に応じた温度補正係数

ＰAS： アレイ出力 [kWh]

Ｈ AM： 月積算傾斜面日射量 [kWh/(ｍ
2
･月)] ＝ d・ＨS

 d：その月の日数 [日]

ＨS：アレイ設置地域、方向角、傾斜角に応じた月平均日積算傾斜面日

　　 射量 [kWh/(㎡・日)]

ＧS： 標準状態における日射強度 [kW/ｍ
2
] ＝ 1 kW/ｍ

2

ＨA： 月平均日積算傾斜面日射量 [kWh/(ｍ
2
･日)]

年間推定発電電力量

その月 アレイ設置地 月積算傾斜面 月別総合 月別推定発電

の日数 域、方向角、傾 日射量 設計係数 電力量

傾斜角に応じた

月平均日積算

傾斜面日射量  E PM =

H S H AM =d・H S Ｋ=Ｋ'・ＫPT K・Ｐ AM・H AM /Ｇ S

[kWh/(㎡・日)] [kWh/(㎡・日)] [kWh/月]

1月 31 3.67 113.8 0.77 873.3

2月 28 3.73 104.4 0.76 793.7

3月 31 4.14 128.3 0.75 965.6

表 4-1　温度補正係数 (結晶系の場合) 4月 30 4.12 123.6 0.74 911.2

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 5月 31 4.39 136.1 0.72 982.6

札　幌 1.05 1.04 1.03 1.00 0.98 0.96 0.94 0.94 0.96 0.98 1.01 1.03 6月 30 3.77 113.1 0.71 808.0

仙　台 1.02 1.02 1.01 0.99 0.97 0.95 0.94 0.93 0.94 0.97 0.99 1.01 7月 31 3.74 115.9 0.70 810.7

東　京 1.01 1.00 0.99 0.97 0.95 0.94 0.92 0.92 0.93 0.95 0.98 0.99 8月 31 4.22 130.8 0.70 914.7

新　潟 1.02 1.02 1.01 0.98 0.96 0.94 0.93 0.92 0.94 0.96 0.99 1.01 9月 30 3.39 101.7 0.71 718.8

名古屋 1.01 1.01 1.00 0.97 0.95 0.94 0.92 0.92 0.93 0.96 0.98 1.00 10月 31 3.32 102.9 0.72 743.1

大　阪 1.01 1.00 0.99 0.97 0.95 0.93 0.92 0.91 0.93 0.95 0.97 1.00 11月 30 3.10 93.0 0.74 692.7

広　島 1.01 1.01 0.99 0.97 0.95 0.94 0.92 0.92 0.93 0.96 0.98 1.00 12月 31 3.29 102.0 0.75 767.4

高　松 1.01 1.01 0.99 0.97 0.95 0.94 0.92 0.92 0.93 0.96 0.98 1.00 9,981.8

福　岡 1.00 1.00 0.99 0.97 0.95 0.94 0.92 0.91 0.93 0.95 0.97 0.99

那　覇 0.96 0.96 0.95 0.94 0.93 0.92 0.91 0.91 0.92 0.93 0.94 0.95

Ｈ２１

0.93

0.97

0.94

1.00

0.99

東　京

 アレイ出力 ＰAS  [kW]

年間推定発電電力量 [kW/年]

0.99

0.92

0.98

1.01

0.95

0.95

0.92

アレイ設置

屋上架台設置

(様式 電－１５) 

 太陽電池種類 結晶系シリコン

系統連系有

30° アレイ傾斜角

 設置地域

10

月

 蓄電池

平成22年 4月 16日

K PT

無

地域に応じ

係数

た温度補正

0.76

 設備系統

真南

 太陽電池設置形態

 アレイ方位角

平成18年版からの主たる変更箇所の説明
・全国主要10都市の温度補正係数と方位角、傾斜角による日射量が表記されデータが充実
　されました。
・基本設計係数が0.76と固定されたため、ほぼ自動で計算されるようになりました。



(様式 電－１８－３) 

　テレビ共同受信レベル計算書(３／３) 建物名称 eco労師本社ビル新築工事

 2-3. 増幅器から増幅器までの減衰量(増幅器が直列に接続されている場合)

 2-2. 増幅器定格出力 増幅器から増幅器までの減衰量

アンテナ アンテナ 増幅器 UHF BS-IF CS-IF UHF BS-IF CS-IF

利　　得 出　　力 入口ﾚﾍﾞﾙ Ｌ d1 4.0 4.5 5.5 1 4.0 4.5 5.5

レベル ③－②＝④ Ｌ d1

Ｇ A [dB] ③[dB] [db] Ｌ d2

8.0 73.0 69.9 Ｌ d2

80.0 76.3 Ｌ l 0.2 0.2 0.3 30 4.8 6.7 9.2

80.0 75.4 Ｌ l

8.8 11.2 14.7

⑤+①-2 ⑤+①-1

①-2 以上 以下

UHF 29.0 86.0 105.4

BS-IF 34.7 91.7 109.0

CS-IF 43.2 100.2 114.2 増幅器の種類( )

 3. 端末のテレビ端子レベルＥt[dB]

 Ｅ t(U) ＝Ｅ0(U) －Ｌ0

 Ｅ t(BS 又はCS) ＝ Ｅ 0(BS 又はCS) －Ｌ0

増幅器

出口ﾚﾍﾞﾙ 以上 以下

計算値 ①-1 57 81

④+⑥[dB] ①-2 57 81

UHF 109.9 105 ①-1 57 81

BS-IF 116.3 105 ①-2 57 81

CS-IF 115.4 105 ①-1 57 81

増幅器の種類( ) ①-2 57 81

Ｈ２１

24.4

Ｌ0 [dB]

133.8

標準ｱﾝﾃﾅ出力電圧
数量

単位減衰量 [db/m、個]

標準出力レベル

ＥU、ＥBS、ＥCS  [dB]

75.4

増幅器定格出力

40

④[dB]

105

10576.3

増幅器
定格出力
[dB]

[dB]

CS・BS・UV-1

57 81

増幅器入口レベル

　テレビ端子までの必要レベル

増幅器の

入口

33.2

69.9

アンテナ
形　　式

BSコンバータ

28.0

以下

80

①-1

テレビ端子までの減衰量
[dB]

CSBSA-90

CSBSA-90

テレビ端子要求性能
⑤[dB]

20素子

増幅器出口必要ﾚﾍﾞﾙ
[dB]

UHF

総 合 損 失 Ｌ 0 [dB]

増幅器

 EM-S-7C-FB

増幅器

43.2

28.0

Ｅ t(BS)＝

Ｅ t(CS)＝

・BS-IF

105

34.7
105

105

40

61.8

80.6

76.0

77.0

71.8

70.3

・CS-IF 33.2

65

40 105

80

ＧAMP⑥

以上

UHF

BS-IF

CS-IF

ﾚﾍﾞﾙ

利得

24.4

29.0

増幅器

備考
増幅器
出口ﾚﾍﾞﾙ
Ｅ 0[dB] ・UHF

Ｅ t(U)＝

テレビ端子ﾚﾍﾞﾙ

Ｅ 1 [dB]

総合損失増幅出口ﾚﾍﾞﾙ

Ｅ 0 [dB]

CS・BS・UV-1

利得

ＧAMP⑥

40

④+⑥[dB]

　端末のテレビ端子レベル

要求性能 [dB]

減衰量 [db]

93.8

入口 増幅器
定格出力
[dB]

90.3 130.3

平成22年 4月 16日

ﾚﾍﾞﾙ
備考

増幅器定格出力(アンテナ側)

記号
器具型式・

④[dB]

ｹｰﾌﾞﾙ種別

 CS-D2W

105

105

CS-IF

BS-IF

105

10540

96.2

増幅器
出口ﾚﾍﾞﾙ
Ｅ 0[dB]

[dB]

増幅器の

出口ﾚﾍﾞﾙ

計算値

平成18年版からの主たる変更箇所の説明
・受信電波が地上波デジタル（UHF)となりました。
・計算式2-3は増幅器が2台ある場合に利用します。
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